
⽯巻漁港陸閘試験運転 所内⾒学会を開催しました！

⽯巻漁港⿂町地区で施⼯している陸閘(りっこう)の，操作性・安全性を確認するため，工事
施⼯業者の協⼒を得て，試験運転の⾒学会を⾏いました。
⾒学会では，陸閘の全開閉操作・挟まれ防⽌装置動作確認・⼿動ハンドル操作を⾏い，５分

以内での閉扉作業，挟まれ防止装置の正常作動について確認できました。
挟まれ防止装置は3kgの圧⼒を感知すると⾃動で停⽌し，仮に⼈や⾞両等が挟まれた場合で

も事故を避けられる仕組みとなっています。また，水密性を確保するため，通常は扉部の上下
動作も必要となりますが，当陸閘は，底部のゴムに⽔圧が加わることにより，水密性が確保で
きる構造としています。これにより，左右動作のみで閉扉が可能です。
この⽯巻漁港の陸閘が当管内では，初めての完成となり，今後約９０基の整備を進めていく

こととしています。

○陸閘概要
純経間 Ｌ＝２１．０ｍ，有効高 Ｈ＝１．８２ｍ，重量 ２８ｔ
形式 二相ステンレス製プレートガータ構造横引ゲート
開閉時間 ４分３０秒（手動ハンドル操作 約２３分）

平成２９年７⽉２０⽇

全閉操作状況 挟まれ防止装置

手動ハンドル操作状況

東部地方振興事務所水産漁港部

○⾒学会概要
開催日時 平成２９年７⽉１４⽇ １５：００〜１６：００
施工者 北⽇本機械株式会社

問い合わせ先：東部地方振興事務所水産漁港部 企画担当
TEL：０２２５－９５－７４２９ FAX：０２２５－９６－２６９８
URL：http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/et-sgsin-sg/
E-mail：et-gyoko@pref.miyagi.lg.jp

挟まれセンサー

水密ゴム

※陸閘とは・・・通⾏のため開けている堤防の

一部を津波の際に閉じることで堤防の役割を果

たす扉のことです。


